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   ※組成・性状

成  分

有効成分

添加物

ヨウ素
ヨウ化カリウム
硫酸亜鉛水和物

グリセリン

１００ｍＬ中の分量

１０ｇ
８ｇ
１ｇ
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本剤は、暗赤褐色の液で、ヨウ素のにおいがある。

用法・用量

適量を綿球又は綿繊維につけ、局所に貼付する。

薬効薬理

本剤の主成分ヨウ素の殺菌消毒作用は、強力で速効性で１）、ウイルス、

細菌、細菌芽胞、カビなど広い範囲の微生物に対し、殺菌力を持って

いる２）。しかも、強力な殺菌作用に比較して局所作用は弱い１）。また、

かなりの組織浸透性を発揮する１）。

ヨウ化カリウムは、ヨウ素の溶解補助剤である１）。

硫酸亜鉛水和物は、収れん作用と消炎作用を有する３）。

使用上の注意

副作用

適用上の注意

相互作用

●併用禁忌（併用しないこと）

●その他の副作用

１.過敏症 

発疹、口腔粘膜び爛等の過敏症状のあらわれることが

あるので、このような場合には使用を中止すること。

歯科用にのみ使用すること。

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

水銀剤 ヨウ化水銀が発生し、

誤飲した場合には吐き気、

嘔吐をもよおす可能性

がある

水銀剤との併

用により毒性

の強いヨウ化

水銀が発生

するおそれが

ある

※※有効成分に関する理化学的知見

１．一般名：ヨウ素
化学名：Ｉｏｄｉｎｅ
分子式：Ｉ
分子量：１２６.９０
性　状：本品は灰黒色の板状又は粒状の重い結晶で、金属性の

光沢があり、特異なにおいがある。
本品はジエチルエーテルに溶けやすく、エタノール（９５）にやや
溶けやすく、クロロホルムにやや溶けにくく、水に極めて溶け
にくい。
本品はヨウ化カリウム試液に溶ける。
本品は常温で揮散する。

２．一般名：ヨウ化カリウム
化学名：Ｐｏｔａｓｓｉｕｍ Ｉｏｄｉｄｅ
分子式：ＫＩ
分子量：１６６.００
性　状：本品は無色もしくは白色の結晶又は白色の結晶性の

粉末である。
本品は水に極めて溶けやすく、エタノール（９５）にやや溶け
やすく、ジエチルエーテルにほとんど溶けない。
本品は湿った空気中でわずかに潮解する。

３．一般名：硫酸亜鉛水和物
化学名：Ｚｉｎｃ ＳｕｌｆａｔｅＨｙｄｒａｔｅ
分子式：ＺｎＳＯ４・７Ｈ２Ｏ
分子量：２８７.５５
性　状：本品は無色の結晶又は白色の結晶性の粉末である。

本品は水に極めて溶けやすく、エタノール（９９.５）に極めて
溶けにくい。本品は乾燥空気中で風解する。

取扱い上の注意

１．本剤は「劇薬」であるので、他の物と区別して保管すること。

２．使用後は密栓し、直射日光を避けて保管すること。

３．眼に入った場合は、直ちに多量の水で１５分以上洗い流し、

なお異常が認められる場合は眼科医に相談すること。

４．本剤が手指又は白衣等に付着した場合は、ハイポアルコール

（チオ硫酸ナトリウム・エタノール溶液）等で脱色し、充分水洗いすること。
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